
                               
 

 

                    

２０１９年６月１３日 

 南海電気鉄道株式会社 

                帝 塚 山 学 院 大 学  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南海電気鉄道株式会社（社長：遠北 光彦）と帝塚山学院大学（学長：津田 謹輔）は、泉北

ニュータウンの子どもがいきいきと育ち、育てられるまちになることを目指して、子育て中の

保護者を対象にした子育て応援企画「どうなってるの？わが子の心、ギャン泣き・癇癪、もう

たくさん！子どもの心理相談室」を７月３１日（水）に泉ヶ丘で開催いたします。 

 

 「子どもの発達は個人差があって当然」と頭では分かってい

ながらも、育児書などから一般的な成長の時期と照らしあわせ

て「うちの子は大丈夫か」と不安になったり、いつまでも泣き

止まず、癇癪を起こしてしまう子どもに手を焼くなど、自分の

育て方が悪いのではと悩んでいる親御さんは、少なくないと思

います。 

今回は、３歳以上の未就学児の親御さんを対象に、子どもの心

を考え、子どもの気持ちを少しでも理解する心理セミナーを、帝塚山

学院大学大学院 人間科学研究科臨床心理学専攻の大堀彰子教授

を講師に迎え実施いたします。 

また、セミナー後はグループ懇親会を行い、他のママやパパの声を

聴いて、同じ悩みを持つ参加者同士の交流を深めます。うちの子だけ

が特別じゃない、と元気になっていただく心理相談会です。 

詳細は別紙の通りです。 

 

 

 

 

 
 

どうなってるの？ わが子の心、ギャン泣き・癇癪、もうたくさん！ 

子どもの心理相談室 参加者募集 

7 月 3１日開催 南海電鉄×帝塚山学院大学 泉北ニュータウンの子育て応援企画 

帝塚山学院大学 



別紙 

「どうなってるの？ わが子の心、ギャン泣き・癇癪、もうたくさん！子どもの心理相談室」について 

 

１．日  時   ２０１９年 ７月３１日（水） １３：３０～１５：３０ 

２．場  所    泉ヶ丘センタービル４階 第５集会室 

         ※泉北高速鉄道線 泉ケ丘駅下車すぐ 

３．対  象   ３歳以上の未就学児の保護者（要申込・先着３０名様） 

        ※泉北ニュータウン在住以外の方もお申込みいただけます。 

        ※有料の託児サービスがございます。 

（お申込み者1名につきお子様2名まで。お子様1名につき500円。） 

４．内  容   子どもの気持ちを理解し、育児の悩みを解決する児童心理相談会です。 

       （１）子どものこころのおはなし（約５０分） 

          講師による講演会を実施します。 

（２）グループ懇談会とグループ発表（約３５分） 

７、８名のグループに分かれて子育ての悩みを共有します。 

            （３）お悩み解決アドバイス（約１０分） 

                グループ懇親会で出たお悩みに対して、講師の大堀教授から子育てアド 

バイスをいただきます。 

５．講 師   大堀彰子教授  

帝塚山学院大学大学院人間科学研究科臨床心理学専攻教授（実務家教員） 

公認心理師・臨床心理士・医療心理士 

一般社団法人日本小児心身医学会 理事 

＜プロフィール＞ 

一般社団法人大阪総合医学・教育研究会附属こども心身医療研究所の設

立時（1988 年）より心理職として勤務。生来の気質に加えストレスによ

り身体症状が出ている、また、じっとしていない・こだわりが強い・でき

ることとできないことの差が大きいなど、発達に課題をもつ子どもとそ

の養育者の方に、医師・臨床心理士・保育士・教員など、多職種の専門家

とともに治療・支援を行ってきた。2007 年より現職で後任の指導を行う

とともに、堺市・八尾市・尼崎市教育委員会において不適応状態にある方

や教員など、支援者への支援、総合病院や小児科クリニックなどで心身

症・発達障碍の子どもから成人の方までに心理治療を行っている。 

 

６．参加費      無料 

７．申込方法    泉ヶ丘ひろば専門店街のホームページから専用フォームでお申込ください。 

        （先着３０名様） 

        URL：https://www.izumigaoka-nankai.com/kidsseminar/ 

※お客さまのお問い合わせ先：072-295-7121（平日 9：00～17：00） 

（南海電鉄・泉北事業部 弘田・今中） 

８．その他   個別相談は帝塚山学院大学で別途お受けいたします。 

                                       以 上 


